
  

わたしクリスマスツリー 
E ワタ 佐野 洋子/作・絵      (講談社) 

おばけサーカス 
Eオハ 佐野 洋子/作・絵      (講談社) 

さかな１ぴきなまのまま 
Eサカ 佐野 洋子/さく・え  (フレーベル館) 

おれはねこだぜ 
Eオレ 佐野 洋子/作・絵      (講談社) 

あの庭の扉
とびら

をあけたとき 

913サ 佐野 洋子/著      (偕成社) 

おぼえていろよおおきな木 

913サ 佐野 洋子/作・絵      (講談社) 

おとうさんおはなしして 

913サ 佐野 洋子/作・絵      (理論社) 

ふつうのくま 

913サ 佐野 洋子/著      (講談社) 

あのひの音だよおばあちゃん 

913サ 佐野 洋子/さく・え  (フレーベル館) 
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 こ ち ら の 本 も よ ん で み て ね  ! 子
こ

ども読書
ど く し ょ

のまち いちのみや 

佐野
さ の

洋子
よ う こ

（1938年～2010年） 

北京
ペ キ ン

生まれの絵本作家、エッセイスト。 

『わたしのぼうし』で講談社
こ う だ ん し ゃ

出版
しゅっぱん

文化
ぶ ん か

賞
しょう

、 

『ねえとうさん』で日本
に ほ ん

絵本
え ほ ん

賞
しょう

を受賞
じゅしょう

。 

他にも数々
かずかず

の受賞作
じゅし ょう さ く

がある。 

 
参照：『新・こどもの本と読書の事典

じ て ん

』 

『児童の賞事典
じ て ん

』 



 

 

 
100万回生きたねこ 

  
      わたしのぼうし 

１００万回生まれかわっては、かい主のもとで死んでゆくねこ。

みんなはねこの死を悲しみましたが、ねこ自身は死ぬのなん

か平気でした。ところが、ある時ねこの気持ちがかわります。 

いつでもいっしょ、 赤い花のついたわたしのお気に入りのぼう

し。ところがある日、おばあさんの家に行くとちゅうで、汽車のまど

からとんでいってしまったのです。 

Ｅヒヤ 佐野 洋子/作・絵 (講談社) Ｅワタ さの ようこ/作・絵 (ポプラ社) 

     
ねえとうさん 

 
サンタクロースはおばあさん 

元気なくまの子は、お父さんと外に出かけ、お父さんのすごさ

に目をみはります。「ぼく、父さんの子でうれしいよ。」くまの家庭

の様子に心があたたまります。 

クリスマスが近づくと、神様はサンタクロースをぼしゅうします。 

今年はその中におばあさんが一人だけまじっていました。 

Ｅネエ 佐野 洋子/作 (小学館) Ｅサン 佐野 洋子/さく・え (フレーベル館） 

     
だってだってのおばあさん 

 
おじさんのかさ 

「だってわたしはおばあちゃんだもの。」が口ぐせのおばあさん。

しかし99才のたん生日にロウソクが5本しかなかったことから、

おばあさんの口ぐせがかわります。 

黒くてピカピカのかさがじまんのおじさんは、雨の日でもかさをさ

すことがありません。「雨がふったらポンポロロン。」その声に合

わせて思わずかさを開いたおじさんは…。 

Ｅタツ 佐野 洋子/さく・え (フレーベル館） Ｅオシ 佐野 洋子/作・絵 (講談社) 

     
空とぶライオン 

 
うまれてきた子ども 

りっぱなライオンは、毎日やってくるネコのために空にとびあ  

がってえものをとってきます。しかし、ライオンはだんだんつか

れて、おきあがれなくなってしまいました。 

お母さん ぼく、うまれてきてよかった。 

うまれたくなかった子どもは、女の子に出会って、 

お母さんを知って、うまれることを決心しました。 

Ｅソラ 佐野 洋子/作・絵 (講談社)   Ｅウマ  佐野 洋子/作・絵 (ポプラ社)  

     


